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暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
さ
て
、
こ
こ
し
ば
ら
く
二
年

ご
と
の
総
会
を
、
三
翠
同
窓
会

総
会
（
親
同
窓
会
）
の
日
に
あ

わ
せ
て
開
催
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
会
の
活
気
を
取
り
戻
す
た

め
、三
翠
化
学
会
独
自
で
総
会
・

懇
親
会
を
開
こ
う
と
の
機
運
が

盛
り
上
が
り
、
表
記
の
会
を
計

画
致
し
ま
し
た
。ま
た
今
回
は
、

平
成
四
年
に
榊
原
温
泉
で
開
催

さ
れ
た
合
同
ク
ラ
ス
会
を
モ
デ

ル
に
、
二
三
日
夜
一
泊
、
翌

二
四
日
に
ご
遷
宮
で
新
装
な
っ

た
お
伊
勢
さ
ん
に
お
参
り
す
る

計
画
も
立
て
ま
し
た
。
三
重
大

学
で
の
総
会
・
懇
親
会
に
は
な

る
べ
く
多
く
の
恩
師
の
先
生
方

に
ご
出
席
頂
く
よ
う
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
翌
日
の
伊

勢
詣
で
に
そ
な
え
、
遷
宮
の
歴

史
に
お
詳
し
い
山
田
雄
司
先
生

（
人
文
学
部
教
授
）
に
ご
講
演

　

平
成
二
五
年
一
一
月
二
三
日
（
土
）　

母
校
三
重
大
学
で
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
は
、
志
摩
市
で
一
泊
─
翌
二
四
日
（
日
）
お
伊
勢
さ
ん
参
拝

�

お
申
し
込
み
締
め
切
り
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
八
月
末
日
ま
で

頂
く
予
定
で
す
。
久
し
ぶ
り
に

恩
師
に
お
会
い
で
き
る
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

出
席
下
さ
い
。

　
時
間
の
許
す
方
は
、
そ
の
あ

と
バ
ス
で
志
摩
市
浜
島
に
移
動

し
、
民
宿
「
中
井
荘
」
で
二
次

会
（
ク
ラ
ス
会
）
を
持
っ
て
頂

き
ま
す
。
人
数
の
多
い
ク
ラ
ス

は
、
ク
ラ
ス
別
に
部
屋
を
と
っ

て
、少
な
い
ク
ラ
ス
は
合
同
で
、

二
次
会
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
一
泊
し
、
翌
日
近

鉄
で
五
十
鈴
川
駅
経
由
内
宮
参

拝
、
そ
の
後
バ
ス
で
外
宮
前
に

移
り
、
み
ん
な
で
昼
食
を
と
っ

た
後
団
体
行
動
を
終
了
と
し
、

各
自
で
外
宮
参
拝
を
行
っ
て
頂

く
計
画
で
す
。

　
会
費
は
、
初
日
の
総
会
・
懇

親
会
の
み
参
加
の
方
五
千
円
、

二
次
会
以
降
も
参
加
頂
く
方
は

一
万
四
千
円
追
加
で
頂
き
ま

す
。
ま
た
、
計
画
の
詳
細
は
状

況
に
応
じ
て
適
宜
変
更
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

　
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
、
今

後
の
三
翠
化
学
会
発
展
の
一
ス

テ
ッ
プ
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
・
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
会
費
振
込
み
は
九
月
末
日

ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
ク
ラ
ス
会
を
計
画
頂

い
て
い
る
ク
ラ
ス
に
関
し
て

は
、
ク
ラ
ス
の
幹
事
さ
ん
か
ら

何
ら
か
の
連
絡
が
行
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
二
重
に
な

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
ハ
ガ
キ

に
も
必
ず
ご
返
事
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
場
合
当
方
へ
の
返

事
の
期
日
は
少
し
遅
れ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
二
四
年
度
三
翠
化
学
会

総
会
が
、
平
成
二
四
年
九
月
八

日
（
土
）
一
二
時
よ
り
三
重
大

学
生
物
資
源
学
部
２
１
６
教
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
し

ば
ら
く
三
翠
同
窓
会
総
会
（
親

同
窓
会
）
の
日
に
あ
わ
せ
た
二

年
ご
と
の
総
会
が
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
当
日
は
朝
か
ら

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
会
が
始
ま
る
頃

に
は
日
差
し
も
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
梅
川
副
会
長
の
司

会
進
行
の
も
と
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
議
長

に
木
村
氏
（
大
25
回
）
を
選
出

し
、
勝
崎
幹
事
、
三
島
幹
事
か

ら
過
去
二
カ
年
間
の
事
業
、
決

算
報
告
が
な
さ
れ
、
今
井
監
事

（
大
９
回
）
よ
る
監
査
報
告
の

後
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
平
成
二
四
、
二
五

年
度
役
員
選
出
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
会
の
財
政
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
を
う
け
、
農
芸

化
学
卒
業
生
の
過
半
数
が
民
間

企
業
で
活
躍
し
て
い
る
現
状
を

本
会
運
営
に
も
反
映
さ
せ
る
ね

ら
い
で
、
こ
れ
ま
で
役
員
と
し

て
ご
尽
力
頂
い
て
き
た
方
々
に

加
え
、
主
に
県
内
企
業
で
活
躍

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
打
診

の
上
内
諾
を
頂
い
て
い
る
旨
事

務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
原
案
が
提
案
さ
れ
こ
れ
も

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
二
四
、
二
五
年
度

事
業
計
画
、
予
算
案
が
上
記
両

幹
事
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
活
性
化
の
た
め
、
二
年
お

き
の
総
会
に
加
え
そ
の
間
に
あ

た
る
来
年
何
ら
か
の
行
事
を
行

い
た
い
旨
説
明
が
あ
り
、
来
年

の
ご
遷
宮
を
機
会
と
し
て
来
年

一
一
月
を
目
途
に
本
部
支
部
合

同
の
行
事
を
実
施
す

る
こ
と
や
、
新
た
に

選
出
さ
れ
た
役
員
の

総
意
を
結
集
し
て
よ

い
行
事
を
考
え
た
い

旨
説
明
が
加
え
ら

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
部
総
会
終
了
の

後
、
引
き
続
い
て
三

重
県
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
、
支
部
長
よ

り
先
の
本
部
総
会
で

承
認
さ
れ
た
来
年

一
一
月
の
本
部
と
の
合
同
の
行

事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
尽
力
し

た
い
旨
説
明
が
な
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
の
後
、
今
年
定
年

退
職
さ
れ
た
久
松
先
生
の
ご
講

演
を
楽
し
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

先
生
は
長
く
食
品
化
学
研
究
室

教
員
と
し
て
我
々
を
ご
指
導
い

た
だ
き
、
す
ば
ら
し
い
業
績
を

上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
講

演
で
は
、
ご
自
身
の
専
門
の
糖

質
化
学
に
関
す
る
研
究
内
容
か

ら
始
ま
っ
て
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
の
話
し
、さ
ら
に
は
清
酒「
三

重
大
學
」
を
は
じ
め
と
す
る
三

平
成
二
四
年
度 

三
翠
化
学
会
総
会
報
告

重
大
グ
ッ
ズ
の
開
発
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
大
学
も
一
般
の
方
々
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
発

信
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
卒
業
生

と
し
て
大
学
の
現
状
に
つ
い
て

想
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
予
定
通
り
三
翠
同
窓

会
（
親
会
）
三
重
県
支
部
総
会
、

親
会
総
会
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
二
年
ほ
ど
前
か
ら
機
関
紙
で

ご
説
明
致
し
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
本
会
は
新
入
会
員
の
組
織

的
な
入
会
が
な
く
な
り
組
織
が

成
熟
す
る
と
同
時
に
、
財
政
的

に
も
逼
迫
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
現
在
年
間

の
収
入
が
合
計
八
万
円
程
度

（
機
関
紙
を
毎
年
発
行
し
て
い

る
の
で
四
万
円
の
追
加
を
頂
い

て
お
り
ま
す
）
で
、
機
関
紙
を

一
回
発
行
す
る
と
送
料
を
含
め

三
五
万
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

役
員
会
の
経
費
や
支
部
補
助
な

ど
で
合
計
五
〇
万
円
ほ
ど
が
必

要
で
、
現
在
は
過
去
の
蓄
積
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
と

二
回
発
行
可
能
程
度
の
蓄
え
し

か
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ま
も
な
く
行
き
詰
り
ま
す
。

　
大
学
の
組
織
改
革
に
伴
い
、

新
入
生
か
ら
一
括
し
て
三
翠
同

窓
会
（
親
会
）
が
同
窓
会
費
を

頂
き
終
身
会
費
制
と
す
る
こ
と

と
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
の

年
会
費
制
を
や
め
、
親
会
か
ら

の
配
分
金
で
会
の
運
営
が
可
能

と
判
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
改
革
後
の
卒
業
生
が
増

加
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
当
会
へ

の
配
分
が
漸
減
し
、
現
在
の
状

況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
あ
る
機
関
紙
「
三
翠
化

学
」
を
継
続
し
て
発
行
す
る
た

め
、
役
員
会
、
活
性
化
委
員
会

で
縷
々
ご
検
討
頂
き
、
年
会
費

記

【日時】	平成 25年11月23日　11：00受付開始

【場所】	総会・講演会　三重大学生物資源学部大講義室

	 懇親会（一次会）三重大学病院（新装）12階レストラン　四喜折々

	 二次会（合同クラス会）志摩市浜島町浜島3246　民宿中井荘

� 電話　0599-53-0246

【会費】	一次会：5,000円

	 二次会：14,000円（２日目交通費、昼食含む）

【幹事連絡先】	 小畑　仁：090-5627-3684　kgy6bhm4@za.ztv.ne.jp

	 	 杉崎　護：090-1624-6160　m-sugisaki@arrow.ocn.ne.jp

	 	 勝崎裕隆：katsuzak@bio.mie-u.ac.jp

　二次会参加の方は会費14,000 円をあらかじめ下記の口座に振り込んで下

さい。

　三重銀行三重大学前支店　口座番号 341716

　　　　　　　　　　　　　名義：三翠化学会 会長　小畑　仁

　キャンセルは１週間前までにお願いします。

　（一次会分 5,000円は当日受付で申し受けます）

【申し込み締め切り】　ハガキで８月末日　厳守でお願いします。

　大学を卒業してから、30年がたちました。ちょうど節目の

30 年ということで、平成 24 年７月に同期会を津都ホテルで

開催しました。卒業式以来という再会もあり、昔話がもりあ

がりました。各自の近況報告では、子供の話、孫の話があ

る一方、結婚の話まで、それぞれの30年間の人生を語りま

した。担任であった熊澤先生にもご出席をいただき、なごや

かな雰囲気のなか、旧交を暖めました。（苅田（大30）記）

卒業 30年を記念して同期会を開催（大 30回）

会　長	 小畑　　仁	 大 15
副会長	 杉崎　　護	 大 16
	 久松　　眞	 院８
	 梅川　逸人	 院 14
	 苅田　修一	 大 30
理　事	 嶋林　幸英	 専１
	 嶋田　　協	 専３
	 福田　　映	 大１
	 田中　秀志	 大３
	 杉本　仁彦	 大６
	 長谷川正一	 大８
	 藤本　公三	 大８
	 古市　幸生	 大 13
	 池山　洋久	 大 16
	 吉田　吉明	 大 18
	 古橋　雅巳	 大 19
	 広瀬　和久	 大 20
	 古川　公男	 大 22
	 寺沢　修平	 大 23
	 寺沢　陽子	 大 23
	 上原　丈二	 大 24
	 上原美智代	 大 24
	 奥野　信二	 大 24
	 古山　順啓	 大 24
	 伊藤　　眞	 大 25
	 木村　幸信	 大 25
	 田中　完爾	 大 25
	 深田　　理	 大 26
	 中北　隆也	 大 27
	 山北　和男	 大 27
	 栗田　　修	 大 28
	 中道　裕久	 大 29

理　事	 益川　　博	 大 30
	 山田恵一郎	 大 30
	 澤田　雅史	 大 31
	 向井　佳子	 大 31
	 原　　正之	 大 32
	 粉川　英治	 大 33
	 粉川由香里	 大 33
	 大田久美子	 大 34
	 苔庵　泰志	 大 34
	 中川威佐夫	 大 34
	 向原　健人	 大 34
	 石原　則幸	 大 35
	 出岡　裕哉	 大 35
	 出岡　　淑	 大 35
	 鈴木　啓二	 大 35
	 前田　祥貴	 大 36
	 近藤　圭一	 大 37
	 伊藤もと子	 大 38
	 吉田　芳江	 大 40
	 籠谷　和弘	 大 43
	 服部亜由美	 大 43
	 勝永　智也	 大 44
	 鈴木　恒一	 大 44
	 中井　芳樹	 大 45
	 布目　和広	 大 46
	 辻　　浩一	 大 47
	 細野　篤子	 大 48
監　事	 今井　　滋	 大９
幹　事	 勝崎　裕隆	 大 36
	 西尾　昌洋	 大 42
会　計	 三島　　隆	 院 29

平成 24、25 年度役員名簿

財 

政 

の 

立 

て 

直 

し 

が 

急 

務

制
の
復
活
、
発
行
ご
と
に
協
力

金
を
頂
く
案
、
基
金
（
ま
た
は

終
身
会
費
）
を
つ
の
る
案
、
機

関
紙
発
行
の
電
子
化
、
な
ど
幾

つ
か
の
考
え
が
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
し
か
し
一

長
一
短
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
役

員
特
に
大
学
に
在
籍
し
て
見
え

る
先
生
方
の
事
務
的
負
担
を
な

る
べ
く
軽
減
で
き
、
か
つ
機
関

紙
を
維
持
で
き
る
方
法
を
模
索

し
て
お
り
ま
す
。
い
い
知
恵
を

頂
け
る
と
幸
甚
で
す
。
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（題字は稲川先生）

第 ６２ 号
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津市栗真町屋町１５７７

三重大学大学院生物資源学研究科内

電話／津〈059〉232 － 1211

振替／名古屋９－５９３４５

印刷／株式会社 あ る む
TEL(052)332-0861 大 8 長谷川 正一
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ご
遷
宮
も
あ
り
、
こ
れ
を
目
玉

と
し
た
化
学
会
を
企
画
し
て
お

り
多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
た

い
。
ま
た
機
関
誌
で
あ
る
三
翠

化
学
も
第
六
十
号
を
越
え
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
費
面

な
ど
取
り
巻
く
情
勢
は
年
々
厳

し
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
あ

り
ま
す
が
、
三
翠
化
学
会
と
し

て
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
色
々
と
知
恵
を
絞
っ
て
い

き
た
い
」。
と
の
お
話
し
を
頂

き
ま
し
た
。

　
現
状
と
し
て
は
、
約
二
五
年

前
の
生
物
資
源
学
部
へ
の
学
部

改
編
、
さ
ら
に
一
二
年
前
の
改

組
で
三
翠
化
学
会
へ
の
新
会
員

の
受
け
入
れ
が
停
止
し
た
こ
と

か
ら
、
会
員
の
高
齢
化
と
そ
れ

に
伴
う
会
員
の
減
少
化
な
ど
と

い
う
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
三
翠
化
学
会

の
厳
し
い
現
状
を
会
員
各
位
が

認
識
し
、
参
加
者
増
を
図
る
こ

　
平
成
二
四
年
一
一
月
十
七

日
、
第
一
四
回
と
な
り
ま
し
た

関
西
支
部
交
流
会
を
、
三
翠
化

学
会
会
長
で
あ
る
三
重
大
学
名

誉
教
授
・
小
畑
仁
先
生
、
特
別

会
員
と
し
て
三
重
大
学
名
誉
教

授
の
熊
澤
善
三
郎
先
生
・
柏
村

直
樹
先
生
に
ご
来
賓
賜
り
、
新

大
阪
の
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
交

流
会
が
毎
年
恒
例
と
し
て
開
催

で
き
る
の
も
、
ひ
と
え
に
会
員

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
協
力
、
ご

支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
こ

の
場
を
か
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
参
加
者
が
久

し
ぶ
り
に
三
〇
名
（
三
三

名
）
を
越
え
、
例
年
に
も

増
し
て
盛
況
な
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の

様
子
を
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。

第
一
部

　
関
西
支
部
総
会

　
岸
田
幹
事
（
大
36
）
の

司
会
進
行
に
よ
り
、
物

故
者
へ
の
黙
祷
、
そ
し

て
、
古
橋
支
部
長
（
大

19
）
よ
り
、「
今
回
は
、
参
加

者
が
三
〇
名
を
越
え
盛
会
と
な

り
、
今
後
と
も
魅
力
あ
る
内
容

を
企
画
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
さ

ら
な
る
参
加
者
増
で
関
西
支
部

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」。

と
の
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
小
畑
会
長
か

ら
「
農
芸
化
学
は
卒
業
生
に
民

間
企
業
へ
の
就
職
も
非
常
に
多

く
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
を
図

る
た
め
、
本
年
九
月
の
本
部
役

員
改
選
で
は
民
間
か
ら
多
く
の

方
々
に
委
員
に
就
い
て
い
た
だ

い
た
。
三
翠
化
学
会
は
三
翠
同

窓
会
に
合
わ
せ
て
二
年
毎
・
九

月
に
開
催
（
本
年
実
施
）
さ
れ

て
い
る
が
、
当
会
の
活
性
化
の

た
め
隔
年
ご
と
の
開
催
を
実
施

し
た
い
。
初
回
と
し
て
、
来
年

（
平
成
二
五
年
）
は
伊
勢
神
宮

と
が
支
部
交
流
会
の
大
事
な
役

割
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
続
い
て
、
議
事
に
移
り
、
議

長
に
選
出
さ
れ
た
伊
藤
副
支
部

長
（
大
21
）
の
進
行
で
、
古
橋

支
部
長
よ
り
活
動
報
告
、
小
川

副
支
部
長
（
大
30
）
よ
り
会
計

報
告
、
細
見
幹
事
（
大
４
）
か

ら
の
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、

全
て
承
認
さ
れ
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
部
　
談
話
会
（
関
西
支
部

交
流
会
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
）

　
今
回
は
、
企
業
で
過
ご
し
て

こ
ら
れ
た
お
二
人
の
先
輩
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
、
平
田
秀
彦
氏
（
大
17
）
か

ら
は
『
陸
生
ホ
タ
ル
の
光
を
楽

し
む
』
で
す
。
ホ
タ
ル
と
言
え

ば
、
ゲ
ン
ジ
や
ヘ
イ
ケ
で
あ
り

水
辺
や
そ
の
周
辺
で
見
ら
れ
る

こ
と
を
想
像
し
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
水
生
ホ
タ
ル
と
言
う
そ
う

　
第
一
二
回
三
翠
化
学
会
関

東
支
部
総
会
は
、
二
月
二
三

日
（
土
）
一
一
時
か
ら
、
会
員

二
四
名
が
出
席
し
、
江
戸
川
区

船
堀
の
朝
日
信
用
金
庫
船
堀
セ

ン
タ
ー
内
の
コ
ラ
ボ
産
学
官
プ

ラ
ザ
六
階
会
議
室
で
開
催
し

た
。

　
平
田
副
支
部
長
（
大
20
回
）

の
司
会
進
行
の
も
と
、
吉
田
関

東
支
部
長
（
大
18
回
）
の
挨
拶
、

小
畑
三
翠
化
学
会
会
長
（
大
学

第
15
回
）の
来
賓
の
挨
拶
の
後
、

東
海
副
支
部
長
（
大
19
回
）
を

議
長
に
選
出
し
議
案
の
審
議
に

移
っ
た
。

　
第
一
号
議
案
は
、
平
成
二
三

年
二
月
二
六
日
～
平
成
二
五
年

度
二
月
二
二
日
の
支
部
活
動
報

告
で
、
吉
田
支
部
長
か
ら
行
っ

た
。
第
一
一
回
総
会
（
平
成

二
三
年
二
月
二
六
日
、
二
八
名

川
誠
一
（
大
20
回
）
の
各
氏
が

再
任
、
新
役
員
と
し
て
中
島
亨

（
大
22
回
）、
飯
田
徹
也
（
大
23

回
）
が
副
支
部
長
と
し
て
選
出

さ
れ
八
名
体
制
と
な
っ
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で
、
吉
田
支
部

長
か
ら
次
回
の
総
会
は
平
成

二
七
年
の
二
～
三
月
に
開
催
す

る
予
定
で
、
関
東
支
部
再
開

一
〇
周
年
に
当
た
る
こ
と
、
平

成
二
六
年
二
～
三
月
に
交
流

会
、
そ
し
て
今
年
二
五
年
五
月

頃
に
第
二
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
り
、
会
員
皆

さ
ん
の
幅
広
い
参
加
を
お
願
い

し
た
。

　
引
き
続
き
、
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
浅
尾
由
一
（
大
19
回
）

氏
か
ら
自
ら
経
営
す
る
「
有
限

会
社
グ
リ
ー
ン
化
学
の
紹
介
」

と
題
し
、「
正
珪
酸
水
溶
液
の

製
法
」、「
低
分
子
キ
ト
サ
ン
の

参
加
）、
第
五
回
交
流
会
・
懇

親
会
（
平
成
二
四
年
二
月
二
五

日
、
二
四
名
参
加
）、
関
東
支

部
第
一
回
ゴ
ル
フ
大
会
（
平
成

二
四
年
六
月
五
一
日
、
取
手
桜

が
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）、
併
せ

て
今
期
九
回
開
催
し
た
支
部
委

員
会
の
概
要
を
報
告
し
た
。
こ

れ
ら
の
内
容
を
機
関
誌
「
三
翠

化
学
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随

時
投
稿
し
た
こ
と
も
報
告
し

た
。

　
次
い
で
第
二
号
議
案
の
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
第
三

号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
了

承
さ
れ
た
。
役
員
と
し
て
、
支

部
長
に
吉
田
吉
明
（
大
18
回
）、

副
支
部
長
に
東
海
裕
作
（
大
19

回
）、
浅
井
美
文
（
大
19
回
）、

平
田
友
良
（
大
20
回
）、
田
中

俊
一
（
大
20
回
）、
監
事
に
藤

製
造
方
法
」
の
特
許
取
得
の
経

緯
か
ら
、
そ
れ
か
ら
波
及
す
る

製
品
と
販
売
戦
略
に
つ
い
て
の

紹
介
が
あ
っ
た
。
次
い
で
、
飯

田
徹
也
（
大
23
回
）
氏
か
ら
は

「
ビ
ー
ル
事
始
め
」
と
題
し
て
、

ビ
ー
ル
誕
生
か
ら
日
本
に
お
け

る
製
造
の
歴
史
、
ビ
ー
ル
の
製

造
法
、
そ
し
て
美
味
し
い
ビ
ー

ル
を
造
る
た
め
の
技
術
革
新
の

変
遷
な
ど
、
演
者
の
経
験
を
踏

ま
え
て
ビ
ー
ル
の
四
方
山
話
も

含
め
て
分
り
や
す
く
プ
レ
ゼ
ン

さ
れ
た
。

　
集
合
写
真
撮
影
の
後
、
五
階

の
５
０
１
号
セ
ミ
ナ
ー
室
に
移

り
、
原
弘
氏
（
大
８
回
）
の
乾

杯
で
恒
例
の
懇
親
会
が
始
ま
っ

た
。
大
学
時
代
の
思
い
出
話
だ

け
で
な
く
、
仕
事
に
関
係
す
る

情
報
交
換
な
ど
先
輩
、
後
輩
の

年
齢
を
越
え
て
歓
談
し
、
そ
の

間
、
参
加
者
に
よ
る
近
況
報
告

を
行
っ
た
。

　
今
回
の
出
席
者
で
最
長
老
の

専
門
一
回
の
岩
田
先
輩
の
締
め

の
後
、
恒
例
の
浅
井
新
副
支
部

長
の
指
揮
で
「
三
翠
応
援
歌
」

を
大
合
唱
し
、
次
回
の
交
流
会

へ
の
出
席
を
約
し
て
総
会
を
終

え
た
。
二
時
間
強
の
懇
親
会
で

あ
っ
た
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
。
当
然
、
懇
親
会
は
飯
田

氏
の
講
演
の
主
旨
を
踏
ま
え

て
、
ビ
ー
ル
は
「
ア
サ
ヒ
ス
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
」
で
、
し
か
も
製

造
後
わ
ず
か
六
日
目
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
後
、
今
回
の
企
画
と
し

て
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
も
あ
り
、富
士
山
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
三
六
〇
度

の
絶
景
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
る
船
堀
駅
の
近
く
の
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
船
堀
（
通
称
、
船
堀
タ

ワ
ー
）
の
展
望
台
に
希
望
者
を

案
内
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
今
回
の
総
会
の

出
席
者
（
敬
称
略
）
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岩
田
章（
専
１
）、原
弘（
大
８
）、

鈴
木
潔（
大
９
）、辻
野
隆
房（
大

11
）、
亀
山
幸
輝
（
大
12
）、
市

川
正
（
大
16
）、臼
井
英
夫
（
大

18
）、
高
瀬
敏
（
大
18
）、
吉
田

吉
明
（
大
18
）、浅
井
美
文
（
大

19
）、
浅
尾
由
一
（
大
19
）、
東

海
裕
作（
大
19
）、西
出
裕
次（
大

19
）、
田
中
俊
一
（
大
20
）、
平

田
友
良（
大
20
）、藤
川
誠
一（
大

20
）、
中
島
亨
（
大
22
）、
飯
田

徹
也
（
大
23
）、浦
田
茂
也
（
大

23
）、
別
所
明
（
大
26
）、
坂
倉

正
司
（
大
30
）、佐
藤
郁
夫
（
大

30
）、
滝
野
卓
（
大
31
）、
酒
井

和
好
（
大
34
）、
小
畑
仁
（
三

翠
化
学
会
会
長
）

　
一
六
回
生
は
、
現
在
、
年

四
回
東
海
地
区
を
中
心
に
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
五
年
に
一
度
一
泊

で
先
生
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
開
催
し
て
い
た
が
、

あ
る
時
、
大
西
英
雄
君
が
、

六
〇
歳
の
停
年
（
敷
島
パ

ン
）
を
境
に
、
今
ま
で
ク
ラ

ス
の
幹
事
を
や
っ
た
こ
と
が

な
い
罪
滅
ぼ
し
に
こ
れ
か
ら

は
ず
っ
と
俺
が
幹
事
を
や
る

と
の
こ
と
で
、
三
か
月
毎
に

七
年
間
続
い
て
い
る
。
そ
の

大
西
君
が
、
昨
年
暮
れ
に
人

生
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

本
土
を
離
れ
、
沖
縄
の
片
田

舎
に
居
を
構
え
る
こ
と
に
な

り
、
昨
年
後
半
か
ら
酒
井
と

杉
崎
で
幹
事
を
代
行
し
て
い

る
。

　
会
は
、
昼
食
会
で
、
参
加

人
数
は
、
多
く
て
一
五
名
程

第 15 回　三翠化学会関西支部（15 回記念）交流会のご案内
日時：平成 25年11月９日（土）　午前11時から

場所：ホテルクライトン新大阪

談話会特別講師（予定）：谷中国昭氏（大13）、児玉典男氏（大 20）

　第15回と節目の記念交流会です。紙面では記載しきれないほどに楽しく和気あ

いあいの絆の深まる交流会です。皆様もお気軽にご参加いただければと存じます。

で
す
。
し
か
し
、
草
地
に
も
生

息
す
る
陸
生
ホ
タ
ル
も
お
り
、

ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
そ
の
代
表
例
と

の
こ
と
で
す
。
何
気
な
く
捉
え

て
い
た
ホ
タ
ル
も
水
生
と
陸
生

が
あ
る
な
ど
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
愛
知
エ
リ
ア
で
の
ヒ

メ
ボ
タ
ル
に
関
す
る
様
々
な
こ

れ
ま
で
の
調
査
を
中
心
に
、
最

後
は
タ
イ
で
の
梅
林
名
誉
教
授

の
お
話
し
と
と
て
も
広
範
な
話

題
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
続
い
て
、
三
翠
化
学

会
副
会
長
で
お
ら
れ
る
杉
崎
護

氏
（
大
16
）
か
ら
、『
会
社
生

活
の
思
い
出
（
企
業
の
ト
ラ
ブ

ル
と
危
機
管
理
）』
と
題
し
た

ご
講
演
。
勤
務
さ
れ
て
い
た
会

社
で
工
場
火
災
が
起
き
て
し
ま

い
、
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
後

の
警
察
や
労
働
基
準
局
で
の
発

生
原
因
・
管
理
体
制
な
ど
の
取

り
調
べ
や
事
情
聴
取
、
ま
た
一

日
も
早
い
操
業
再
開
へ
の
折
衝

第
一
二
回
三
翠
化
学
会
関
東
支
部
総
会
報
告

　
　
二
四
名
の
参
加
、
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
船
堀
で
開
催

�

（
関
東
支
部
支
部
長
　
吉
田
　
吉
明
）

第
一
四
回
三
翠
化
学
会
関
西
支
部
交
流
会
報
告

工
作
な
ど
、
な
か
な
か
見
聞
き

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
を

臨
場
感
た
っ
ぷ
り
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、

警
察
で
の
取
り
調
べ
室
は
、
二

時
間
ド
ラ
マ
と
同
じ
よ
う
な
設

定
で
し
た
が
、
昼
食
に
カ
ツ
丼

は
出
て
こ
な
か
っ
た
お
話
し
な

ど
、
シ
リ
ア
ス
の
中
で
も
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
講
演
さ
れ
、
大

変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

第
三
部
　
懇
親
会

　
記
念
撮
影
を
は
さ
み
、
皆
様

の
お
楽
し
み
の
懇
親
会
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
司
会
は
菊
地

（
大
40
）・
澤
本
幹
事
（
大
43
）

の
若
手
コ
ン
ビ
に
て
進
行
。
ま

ず
、
会
場
（
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト

ン
）
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
岸
本

さ
ん
（
専
２
）
の
発
声
で
乾
杯
。

お
い
し
い
料
理
・
お
酒
そ
し
て

楽
し
い
歓
談
も
は
い
り
、
非
常

に
和
や
か
な
雰
囲
気
で
過
ご
せ

る
、ひ
と
と
き
で
す
。
今
回
は
、

谷
口
・
大
久
保
・
児
玉
さ
ん
（
大

20
）
の
三
名
が
新
た
に
参
加
さ

れ
、
楽
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
頂
戴

し
ま
し
た
。特
に
児
玉
さ
ん（
有

限
会
社
・
柑
香
園
）
が
、
一
週

前
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
（
こ
ち

ら
で
は
関
西
テ
レ
ビ
）
で
放
映

さ
れ
た
「
ほ
こ
×
た
て
」
と
い

う
番
組
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
柿
が
食
べ
ら
れ
な
い

芸
能
人
に
、
ご
自
身
で
経
営
さ

れ
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

で
栽
培
す
る
太

た
い

秋
し
ゅ
う

柿
を
試
食

さ
せ
、
見
事
、
柿
嫌
い
を
克
服

さ
せ
た
内
容
の
も
の
で
、
放
映

以
来
「
時
の
人
」
と
な
り
非
常

に
多
忙
を
極
め
て
お
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
で
太
秋

柿
は
プ
レ
ミ
ア
ム
な
柿
で
、
柿

特
有
の
ネ
バ
ネ
バ
感
が
な
く
て

梨
や
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
感
が
あ
り
、
懇
親
会
で

は
、
児
玉
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ

り
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

度
、
少
な
い
と
七
名
と
云
う
こ

と
も
あ
る
。
会
場
は
い
つ
も
同

じ
、季
節
の
料
理
を
食
し
、少
々

の
酒
を
嗜
み
、
想
い
出
話
、
日

頃
の
世
間
話
、
病
気
の
話
な
ど

を
し
て
散
会
す
る
と
云
う
極
め

て
平
凡
な
会
の
繰
り
返
し
で
あ

る
。

　
こ
の
写
真
は
、
今
年
の
四
月

末
の
会
合
で
、藤
の
花
を
愛
で
、

蛤
づ
く
し
の
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
少
々
の
旨
い
酒
を
飲
ん
だ

時
の
写
真
で
あ
る
。

　
た
だ
、
平
凡
な
会
の
繰
り
返

し
で
は
あ
る
が
、
普
通
の
ク
ラ

ス
会
と
は
少
し
違
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。
何
時
か
ら
か
、
も
う

三
～
四
年
に
な
る
と
思
う
が
、

一
三
回
の
谷
先
輩（
旧
姓
松
島
）

が
加
わ
り
、
つ
い
で
、
一
七
回

の
岡
田
さ
ん
、
平
田
さ
ん
が
常

連
と
し
て
参
加
さ
れ
、
ま
た
、

一
二
回
の
岩
佐
さ
ん
、
四
〇
回

た
。
希
少
な
為
、
な
か
な
か
市

場
に
出
回
ら
ず
、
ま
た
非
常
に

高
級
品
で
す
が
、
確
か
に
普
段

食
べ
る
柿
と
は
全
く
違
う
食
感

と
味
覚
で
し
た
。

　
今
回
も
参
加
者
の
多
く
の

方
々
に
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
恒
例
の
応
援
歌
を
岸
田
幹
事

の
発
声
で
熱
唱
、
中
締
め
と
し

て
、
谷
中
副
支
部
長
（
大
13
）

よ
り
来
年
の
再
会
を
期
し
た
閉

会
の
辞
に
て
、
第
一
四
回
関
西

支
部
交
流
会
は
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
ま
た
支
部
運
営
協

力
費
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
こ
の
場
を
お
か
り

し
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

	

（
菊
地
（
大
40
）
記
）

の
吉
田
小
百
合
さ
ん
も
参
加
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
、

一
五
回
小
畑
さ
ん
（
元
生
物
資

源
学
部
学

部
長
）
も

初
参
加
さ

れ
た
。

　
以
上
、

三
か
月
に

一

度

会

（
現
在
は

毎
回
桑
名

で
開
催
）

を
持
っ
て

い
ま
す
。

一
六
回
以

外
の
方
の

参
加
大
歓

迎
で
す
。

東
海
支
部

の

酒

井

か
、
本
部

の
杉
崎
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
杉
崎
（
大
16
回
））

三
翠
化
学
会
一
六
回
生
の
集
い
＋
α
の
会

三
翠
化
学
会
一
六
回
生
の
集
い
＋
α
の
会
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関
東
支
部
第
二
回
ゴ
ル
フ
大

会
を
平
成
二
五
年
六
月
五
日

（
水
）、
取
手
桜
が
丘
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
茨
城
県
）
で
開
催
し
ま

し
た
。
本
コ
ー
ス
は
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
藤
代
駅
に
近
い（
車
で
五
分
）

名
門
コ
ー
ス
で
、
フ
ラ
ッ
ト
な

コ
ー
ス
で
す
が
、
池
、
ク
リ
ー

ク
、
バ
ン
カ
ー
が
随
所
に
配
置

さ
れ
て
お
り
、
嵌
ま
る
と
大
た

た
き
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

　
今
回
は
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日

は
絶
好
の
天

気
に
恵
ま

れ
、
老
若
？

　
各
選
手
が

和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気

の
な
か
、
一

喜
一
憂
の
熱

が
入
っ
た
プ

レ
ー
を
展

開
し
ま
し

た
。
新
ぺ
リ

ア
の
ハ
ン
デ

戦
で
行
っ
た

結
果
、
優
勝

は
吉
田
吉

明
氏
（
大
18
回
）
で
、
イ
ン

四
三
・
ア
ウ
ト
四
五
の
グ
ロ
ス

八
八
、
ハ
ン
デ
一
五
・
六
、
ネ
ッ

ト
七
二
・
四
で
、
準
優
勝
は
原 

弘
氏
（
大
8
回
）
で
、
イ
ン

三
七
・
ア
ウ
ト
四
九
の
グ
ロ
ス

八
六
、
ハ
ン
デ
一
二
・
〇
、
ネ
ッ

ト
七
四
・
〇
で
し
た
。
前
回
優

勝
者
の
長
島
貞
武
氏（
大
15
回
）

は
グ
ロ
ス
八
四
の
ベ
ス
グ
ロ
で

し
た
が
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
四
で

三
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ブ
ー

ビ
ー
賞
は
平
田
友
良
氏
（
大
20

回
）、
初
出
場
の
飯
田
徹
也
氏

（
大
23
回
）、
内
田
博
視
氏
（
大

19
回
）
と
、
大
19
回
の
浅
尾
由

一
氏
と
東
海
裕
作
氏
は
振
る
わ

ず
、
い
ず
れ
も
八
〇
台
の
高
齢

者
先
輩
に
後
れ
を
と
っ
た
形
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
原
先
輩

（
大
8
回
）
の
ア
ウ
ト
二
バ
ー

デ
ィ
、
三
七
の
快
挙
で
す
。
イ

ン
を
四
〇
で
回
れ
ば
エ
ー
ジ

シ
ュ
ー
ト
の
達
成
が
期
待
さ
れ

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
四
九
と

崩
れ
ま
し
た
が
、
堂
々
の
グ
ロ

ス
八
六
で
し
た
。
週
一
日
の
神

田
物
産
㈱
へ
の
お
勤
め
と
、
イ

ン
タ
ー
バ
ル
で
二
分
間
の
速
足

を
取
り
入
れ
た
毎
朝
一
時
間
半

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ

レ
ー
で
し
た
。

　
三
翠
化
学
会
会
員
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
引
き
続

き
開
催
し
ま
す
。
次
年
度
は
、

名
門
の
千
葉
廣
済
堂
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
（
市
原
市
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
三
翠
化
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
次
回
は
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
東
支
部
以
外
の

方
の
参
加
も
大
歓
迎
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を
通
し
て
支
部
間
の
交

流
を
深
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
関
東
支
部
長  

吉
田  

吉
明
記
）

　
梅
林
正
直
先
生
は
、
平
成

二
五
年
度
春
の
叙
勲
で
、
め
で

た
く
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ

（
土
）
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
津
に
、
研
究
室
で
お
教
え
を

受
け
た
者
や
担
任
し
て
頂
い
た

者
な
ど
が
集
ま
り
、

受
章
記
念
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
八
〇
名
に

の
ぼ
る
参
加
者
を
得

て
、
阿
部
、
舘
（
昭

四
一
年
卒
）
両
氏
の

司
会
の
も
と
、
盛
大

に
ま
た
和
や
か
に
会

が
も
た
れ
ま
し
た
。

　
盛
大
な
拍
手
で

先
生
ご
夫
妻
を
壇

上
に
お
迎
え
し
、
持

参
さ
れ
た
勲
章
を
壇

上
に
飾
っ
て
頂
い
た

後
、
最
初
の
専
攻
生

で
あ
る
梅
田
氏
（
昭

三
八
年
卒
）
か
ら
会

を
代
表
し
て
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
の
赴
任

が
卒
業
間
じ
か
で
お

教
え
を
受
け
た
期
間

は
三
ヶ
月
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
に
先
生
の

存
在
が
い
か
に
大
き

か
っ
た
か
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
語

ら
れ
、
感
銘
深
い
祝

辞
で
し
た
。

　
次
い
で
先
生
か
ら
、

授
章
式
の
様
子
や
、

皇
居
に
参
内
し
て	

天
皇
陛
下
に
拝
謁
の

栄
を
賜
っ
た
こ
と
な

ど
お
話
い
た
だ
い
た

後
、
壇
を
降
り
ら
れ

た
先
生
か
ら
勲
章
を

手
に
と
っ
て
下
さ
い

関
東
支
部
会
第
二
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

～
優
勝
は
大
18
回
の
吉
田
吉
明
氏
、
原
先
輩
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
逃
が
す
～

梅
林
正
直
先
生 

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
に
輝
く

　
こ
の
度
、
日
本
農
芸
化
学
会

功
績
賞
（
題
目

：

昆
虫
生
理

活
性
物
質
の
化
学
生
態
学
的
研

究
）を
拝
受
す
る
こ
と
に
な
り
、

恩
師
の
熊
澤
善
三
郎
先
生
（
現

名
誉
教
授
）
か
ら
三
翠
化
学
会

へ
の
寄
稿
を
勧
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を

込
め
て
母
校
で
の
懐
か
し
い
想

い
出
な
ど
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
私
が
子
供
の
頃
（
五
〇
余
年

前
）
は
、
三
重
大
学
の
敷
地
は

海
岸
に
向
か
っ
て
農
場
─
─
松

並
木
─
─
葦
原
が
広
が
り
、
た

く
さ
ん
の
昆
虫
が
住
ん
で
い

た
。
町
な
か
に
住
む
私
は
自
転

車
に
乗
っ
て
、
よ
く
チ
ョ
ウ
や

ト
ン
ボ
を
捕
り
に
来
た
。
そ
の

頃
、
と
て
も
不
思
議
に
思
っ
て

い
た
の
は
、
た
と
え
ば
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
が
、
ど
う
し
て
ミ
カ
ン

や
カ
ラ
タ
チ
な
ど
の
柑
橘
（
ミ

カ
ン
科
植
物
）
に
や
っ
て
き
て

卵
を
産
み
、
幼
虫
の
イ
モ
ム
シ

は
そ
の
葉
だ
け
を
食
べ
て
育
つ

の
だ
ろ
う
？

　
と
い
う
素
朴
な

疑
問
で
あ
っ
た
。
三
重
大
学
に

入
学
す
る
と
、
ク
ラ
ス
担
任
の

熊
澤
先
生
に
頼
み
込
ん
で
、
食

草
の
葉
や
茎
の
抽
出
法
を
伝
授

し
て
も
ら
っ
た
。
葉
を
切
り
刻

ん
で
ア
ル
コ
ー
ル
に
漬
け
込
む

と
、
美
し
く
透
き
と
お
っ
た
緑

色
の
エ
キ
ス
が
得
ら
れ
た
。
こ

れ
を
濾
紙
に
し
み
込
ま
せ
、
そ

の
上
に
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
母
蝶

を
止
ま
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
た
ち

ど
こ
ろ
に
卵
を
産
み
は
じ
め

た
！
　
食
草
以
外
の
葉
の
エ
キ

ス
で
は
産
卵
は
全
く
誘
導
さ
れ

な
い
。
特
有
の
〝
産
卵
刺
激
物

質
〟
が
何
で
あ
る
の
か
、
ど
う

し
て
も
突
き
止
め
た
い
と
思

い
、
熊
澤
先
生
に
は
卒
論
の

テ
ー
マ
と
し
て
の
許
可
を
願
い

出
た
。
い
ろ
い
ろ
な
化
学
分
析

法
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い

た
が
、
残
念
な
が
ら
当
時
の
私

の
力
で
は
、
こ
の
謎
を
解
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
ミ
カ
ン
葉
に
含
ま
れ
る
ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ
の
産
卵
刺
激
因
子
が

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
・
ア
ル
カ
ロ
イ

ド
な
ど
計
一
〇
種
の
複
合
成
分

系
で
あ
る
こ
と
が
解
明
で
き
た

の
は
、
私
が
京
都
大
学
に
職
を

得
て
、
か
な
り
た
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
や
こ
れ
や
、
こ

れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
昆
虫
を

相
手
に
食
草
認
識
成
分
・
フ
ェ

ロ
モ
ン
・
防
御
物
質
な
ど
生
理

活
性
化
学
因
子
を
追
い
か
け
て

き
た
が
、学
生
時
代
に
私
を〝
有

機
化
学
の
世
界
〟
の
魅
力
に
引

き
込
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
こ
の
境
界
領
域
を
渡
っ
て

い
く
上
で
か
け
が
え
の
な
い
礎

に
な
っ
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
当
時
の
農
薬

化
学
研
究
室
に
は
ガ
ラ
ス
細
工

の
工
作
台
が
あ
っ
て
、
ロ
ー
タ

リ
ー
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
も
ガ
ラ

ス
細
工
を
組
み
込
ん
だ
巧
妙
な

手
作
り
で
あ
っ
た
。
熊
澤
先
生

は
若
き
頃
、
日
本
で
初
の
赤
外

分
光
光
度
計
を
自
作
さ
れ
、
標

的
化
合
物
の
構
造
決
定
を
達
成

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
Ｎ
ａ
Ｃ
ｌ

の
結
晶
を
精
巧
な
三
角
プ
リ
ズ

ム
に
ま
で
磨
き
上
げ
ら
れ
た
と

伺
っ
て
い
る
。
ま
る
で
命
を
吹

き
込
ま
れ
た
よ
う
な
機
械
だ
っ

日
本
農
芸
化
学
会
功
績
賞
受
賞

　
学
生
時
代
を
ふ
り
返
っ
て

西
田
　
律
夫
　
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
（
大
20
回
）

と
の
ご
発
言
が
あ
り
、
勲
章
が

出
席
者
に
渡
さ
れ
て
、
出
席
者

一
同
初
め
て
手
に
す
る
勲
章
の

重
み
を
じ
か
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
皆
大
喜
び
で
し
た
。
さ

ら
に
先
生
か
ら
記
念
品
と
お
礼

状
を
出
席
者
全
員
が
頂
き
ま
し

た
。

　
祝
電
披
露
の
あ
と
、
最
も
遠

方
の
沖
縄
か
ら
駆
け
つ
け
た
宮

城
氏
（
昭
四
一
年
卒
）
の
音
頭

で
乾
杯
し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し

た
。
料
理
に
は
、
先
生
の
ご
希

望
も
あ
っ
て
果
物
が
豊
富
に
盛

ら
れ
、
特
に
先
生
が
深
い
お
付

き
合
い
を
さ
れ
て
き
た
タ
イ
の

め
ず
ら
し
い
果
物
が
多
く
、
独

特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ま

た
定
年
後
酒
造
会
社
に
勤
め
て

お
ら
れ
る
梅
田
氏
か
ら
銘
酒
中

の
銘
酒
「
越
乃
寒
梅
」
が
た
く

さ
ん
ふ
る
ま
わ
れ
、
大
変
贅
沢

な
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。
談
笑

の
な
か
、
先
生
に
卒
論
指
導
頂

い
た
中
尾
（
昭
四
〇
年
卒
）、

大
久
保
（
昭
五
一
年
卒
）、
大

矢
（
昭
六
一
年
卒
）、佐
藤
（
平

成
六
年
卒
）
各
氏
か
ら
思
い
出

話
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
に
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
、
し
か

ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
な
つ
か
し

い
思
い
出
が
出
席
者
の
心
の
中

に
よ
み
が
え
っ
た
ひ
と
時
で
し

た
。

　
そ
の
後
、
先
生
か
ら
タ
イ
で

の
ご
活
動
に
つ
い
て
、
映
像
を

交
え
な
が
ら
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。
特
に
テ
レ
ビ
東
京
系
の
番

組
で
全
国
放
映
さ
れ
た
「
世
界

を
か
え
る
一
〇
〇
人
の
日
本

人
」
で
取
材
を
受
け
ら
れ
た
際

に
撮
影
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
は
放

映
さ
れ
な
か
っ
た
映
像
も
お
見

せ
頂
き
、
興
味
深
く
拝
聴
し
ま

し
た
。

　
タ
イ
で
の
活
動
に
使
っ
て
頂

く
た
め
、
本
会
か
ら
の
記
念
品

た
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
そ

の
後
の
豊
か
な
物
質
文
明
に

浸
っ
て
い
る
が
、
あ
の
頃
、
創

意
工
夫
の
精
神
を
鍛
え
ら
れ
た

こ
と
を
今
改
め
て
感
謝
す
る
と

　「
人
生
五
〇
歳
ま
で
は
如
何

に
生
き
る
か
」「
五
〇
歳
か
ら

は
如
何
に
死
ぬ
か
」
だ
な
と
、

五
〇
歳
前
に
他
人
に
話
す
と
、

「
そ
り
ゃ
ま
だ
早
い
よ
」
と
言

わ
れ
て
、
早
六
七
歳
に
な
る
。

正
月
が
明
け
る
と
、
各
所
の
成

人
式
に
出
席
し
、
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
る
。
そ
う
い
え
ば
、

自
分
の
成
人
式
は
、
下
呂
に
帰

ら
ず
に
、
津
市
で
参
加
し
た
。

下
呂
の
方
か
ら
、
代
表
で
誓
い

を
と
話
が
あ
っ
た
が
、
お
断
り

し
た
。
下
呂
の
方
が
、
多
く
の

同
級
生
に
会
え
て
良
か
っ
た
の

に
と
少
し
悔
い
を
残
し
た
。
当

時
を
思
い
出
し
て
、
現
在
の
成

人
に
何
か
贈
る
言
葉
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
も
う
四
七
年
前

の
事
で
、
余
り
ヒ
ン
ト
は
浮
か

ば
な
い
。

　
た
だ
た
だ
時
が
経
過
し
た
な

と
い
う
感
慨
が
あ
る
。「
如
何

に
死
ぬ
か
」
は
、「
如
何
に
生

き
る
か
と
一
緒
だ
よ
、
只
、
間

違
い
な
く
や
っ
て
く
る
死
を
看

過
し
な
い
こ
と
、
逃
げ
な
い
で

ど
う
生
き
る
か
だ
な
」
と
達
観

し
た
よ
う
な
事
を
言
っ
て
い
る

が
、
ふ
と
「
消
え
る
の
だ
」
と

思
う
と
寂
し
い
気
が
す
る
。

　「
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
人
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
さ
れ
ま
し
た
。成
人
と
は
、

人
に
成
る
と
書
き
ま
す
か
ら
、

よ
う
や
く
人
と
成
る
入
口
に
立

た
れ
ま
し
た
。
大
人
と
は
、
大

き
な
人
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
歩
み
方
で
、
大
人
に
も
な
る

が
、
生
き
方
の
如
何
に
よ
っ
て

小
さ
な
人
の
小
人
で
終
え
る
か

だ
」
等
と
話
し
ま
し
た
。
忸
怩

た
る
も
の
で
す
が
。

　
四
一
歳
の
時
、
町
会
議
員
に

立
候
補
し
、
四
九
歳
の
時
、
県

議
会
議
員
に
立
候
補
し
、
そ
れ

か
ら
一
八
年
、
四
年
毎
の
厳

し
い
免
許
更
新
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
は
、「
第
一
次
産
業
を
疎

か
に
す
る
国
家
は
滅
び
る
」

で
す
。
八
〇
人
以
上
い
た
三

重
大
農
学
部
卒
の
県
職
員
の

先
輩
・
同
輩
・
後
輩
を
頼
り

に
し
て
き
ま
し
た
。
又
、「
一

人
は
み
ん
な
の
為
に
、
み
ん

な
は
一
人
の
為
に
」
の
ラ
グ

ビ
ー
精
神
も
大
事
に
し
て
き

ま
し
た
。
人
間
磨
き
の
二
六

年
か
な
。去
年
の
五
月
か
ら
、

図
ら
ず
も
一
二
一
代
の
県
議

会
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

四
七
年
ぶ
り
の
国
体
開
催
で	

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
随
従

等
も
あ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
、

「
幸
運
な
議
長
さ
ん
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
そ
の
通
り
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

「
世
の
為
人
の
為
」
精
進
（
小

人
）
の
旅
を
続
け
ま
す
。
感

謝
。

駒
田　

誠
（
大
16
回
）

と
も
に
、
そ
の
伝
統
を
次
世
代

に
引
継
い
で
い
く
こ
と
の
難
し

さ
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ

る
。

ま
し
た
。

　
こ
の
慶
事
を
お
祝
い
す
る
た

め
、
平
成
二
五
年
六
月
一
五
日

は
「
七
夕
植
樹
祭
苗
代
」
と
し
、

金
一
封
が
先
生
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
内
助
の
功
の
奥
様
に

は
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
に
最
も
若
い
川
村
、
澤
本
、

土
坂
、
松
岡
（
平
成
七
年
卒
）

各
氏
の
音
頭
で
元
気
に
手
締
め

を
行
い
、
め
で
た
く
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
の
五
日
後
に
は
、
今

年
一
三
回
目
に
当
る
七
夕
植
樹

祭
主
催
の
た
め
、
先
生
は
お
元

気
に
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
赴

か
れ
ま
し
た
。
今
後
の
タ
イ
で

の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
て
お
り

ま
す
。
先
生
の
ご
活
動
は
、
先

生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｄ
ｒ
・

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ
の
お
ど
ろ
き
タ
イ

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
先
生
の
氏
名
漢

字
四
文
字
を
Ｍ
Ｓ
Ｎ
か
Ｙ
ａ
ｈ

ｏ
ｏ
で
検
索
し
て
頂
く
と
、
各

種
の
記
事
が
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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恩
師
北
岸
確
三
先
生
は
、
さ

る
平
成
二
四
年
一
二
月
二
一
日

九
三
歳
の
天
寿
を
全
う
し
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
ご
遺
族
に
よ
り

ま
す
と
、
先
生
は
持
病
の
ヘ
ル

ニ
ア
で
暫
く
入
院
し
、
快
復
さ

れ
た
の
で
退
院
の
日
取
り
を
相

談
さ
れ
て
い
た
矢
先
、
思
わ
ぬ

肺
動
脈
瘤
破
裂
に
お
そ
わ
れ
他

界
さ
れ
た
由
で
し
た
。

　
葬
儀
は
、
お
若
い
頃
か
ら
所

属
さ
れ
て
い
た
東
中
野
教
会
か

ら
派
遣
さ
れ
た
牧
師
様
に
よ

り
、
お
住
ま
い
に
程
近
い
久
居

の
式
場
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
梅
林
先
生
な
ら
び
に

近
く
に
住
む
研
究
室
出
身
者
も

参
列
し
、
梅
林
先
生
か
ら
は
丁

重
な
弔
辞
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
心

の
こ
も
っ
た
お
送
り
が
で
き
ま

し
た
。

　
北
岸
先
生
は
東
京
帝
国
大
学

農
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
兵
役
の

後
、
農
林
省
農
業
技
術
研
究
所

等
に
勤
務
し
、
昭
和
三
九
年
八

月
三
重
大
学
農
学
部
に
教
授
と

し
て
赴
任
さ
れ
、
同
五
八
年
四

月
定
年
に
よ
り
退
官
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
の
学
問
に
対
す
る
姿

勢
は
見
事
な
ま
で
に
真
摯
で
実

直
で
、
そ
の
こ
と
自
体
研
究
室

所
属
の
我
々
に
対
し
か
け
が
え

の
な
い
ご
指
導
と
な
り
ま
し

た
。
北
岸
先
生
、
梅
林
先
生
お

二
人
が
農
林
省
の
試
験
研
究
機

関
に
在
職
後
三
重
大
学
に
こ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
お
教
え
を
受

け
た
者
の
中
に
農
林
省
や
大
蔵

省
で
の
研
究
生
活
を
志
す
者
が

多
数
い
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　
先
生
の
ご
研
究
は
常
に
時
代

を
先
取
り
す
る
も
の
で
、
三
重

大
学
で
は
当
時
公
害
と
し
て
大

き
な
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い

た
重
金
属
元
素
に
関
す
る
研
究

を
進
め
ら
れ
、
わ
が
国
農
学
分

野
で
始
め
て
原
子
吸
光
分
析
法

を
導
入
さ
れ
て
、
目
覚
し
い
成

果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

ご
業
績
に
よ
り
昭
和
五
八
年
に

農
学
分
野
で
の
最
高
の
賞
で
あ

る
「
日
本
農
学
賞
」
に
輝
い
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
ご
退
官
後
も
ご
く
た
ま
に
ご

自
宅
に
お
邪
魔
す
る
と
、
亜
鉛

の
人
体
へ
の
影
響
（
必
須
微
量

元
素
と
し
て
の
役
割
な
ど
）
に

つ
い
て
日
々
勉
強
し
て
お
ら

れ
、
頭
の
下
が
る
思
い
を
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
先

生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。（
小
畑（
大
15
回
）記
）

北
岸
確
三
先
生
を
偲
ん
で

定
年
の
ご
挨
拶
　
　
久
松

　
誠

定
年
の
ご
挨
拶
　
　
今
井 

邦
雄

　
定
年
退
職
後
の
近
況
で
す
。

　
三
重
大
教
員
の
定
年
が
六
五

歳
に
移
行
中
で
す
。
小
生
の
場

合
は
六
三
歳
で
一
端
定
年
退
職

し
、
そ
の
後
一
年
間
特
任
で
再

雇
用
さ
れ
六
四
歳
で
実
質
的
に

退
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
野

菜
作
り
や
時
々
の
観
光
や
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
優
雅
な
余
生
と

思
い
き
や
、
退
職
直
前
に
な
っ

て
社
会
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
の

管
轄
で
あ
る
伊
賀
研
究
拠
点
の

話
が
き
ま
し
た
。
津
か
ら
片
道

五
〇
km
通
勤
し
て
い
ま
す
。
伊

賀
研
究
拠
点
は
伊
賀
市
と
三
重

大
学
の
相
互
友
好
協
定
を
ベ
ー

ス
に
経
済
産
業
省
の
地
域
企
業

　
三
翠
化
会
会
員
の
皆
様
、
ご

無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
お
元

気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
、
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
四
半
世
紀
の
長

き
に
わ
た
り
、
お
世
話
に
な
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
去
る
三
月

三
一
日
を
も
っ
て
、
三
重
大
学

を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
在
職

中
は
、
生
物
機
能
化
学
（
旧
農

産
物
利
用
学
）
研
究
室
で
天
然

物
有
機
化
学
を
中
心
に
、教
育
・

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
皆
様
方
か
ら

は
、
多
く
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、無
事
、

退
職
の
日
を
迎
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
退
職
後
は
の

ん
び
り
す
ご
そ

う
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、

前
任
の
小
宮
孝

志
先
生
か
ら
声

立
地
促
進
関
連
の
補
助
金
で
建

設
さ
れ
た「
ゆ
め
テ
ク
ノ
伊
賀
」

（
国
道
二
五
号
線
の
上
野
東
イ

ン
タ
ー
か
ら
約
七
分
）
の
建
物

の
中
に
あ
り
ま
す
。
活
動
は
Ｈ

Ｐ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
地
域
圏

大
学
は
そ
の
地
域
社
会
と
連
携

し
強
い
絆
を
築
い
て
個
性
を
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
所
長
は

研
究
担
当
の
吉
岡
理
事
・
副
学

長
が
務
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
田
口
先
生
や
荒
木
先
生
な
ど

の
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
も
地
域
活

性
化
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
伊
賀
に
来
ら
れ
ま
し
た

ら
是
非
こ
ち
ら
に
寄
っ
て
く
だ

さ
い
。

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
現
在

は
、
名
古
屋
女
子
大
学
家
政
学

部
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
な

に
ぶ
ん
女
子
大
に
は
不
慣
れ
の

た
め
、
戸
惑
い
な
が
ら
毎
日
を

す
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
世
の
中
の
動
き
が

激
し
く
、
目
が
ま
わ
り
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
は
激
動
の
中
に
あ
る
と
も
申

し
ま
す
。
荒
波
の
中
で
の
航
海

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
輝

く
未
来
に
向
け
、
皆
様
方
や
三

重
大
学
が
、
ま
す
ま
す
ご
発
展

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
ま
す
。
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　平成 25年４月13日、津市にあるプラザ洞津にて久松誠先生の退職記念パー

ティーが行われました。久松先生より、昔懐かしい写真を紹介頂きながら、昔

話に花がさきました。同門のみなさまに多くお集まり頂き、大変にぎやかな会

となりました。（三島（院 29）記）

久松先生退職記念パーティ

大  

学  

近  

況

　
環
境
・
情
報
科
学
館
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
階
に
は
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
が
設
置
さ
れ
、
展
示
ホ
ー
ル

と
し
て
、
学
生
さ
ん
の
様
々
な

活
動
の
発
信
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。
二
階
、
三
階
は
、
自
学

習
や
、
グ
ル
ー
プ
学
習
に
適
し

た
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、
図

書
館
と
も
二
階
の
渡
り
廊
下
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
改
装

　
図
書
館
が
改
装
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
に
比
べ
、
学
生
さ
ん

の
勉
強
ス
ペ
ー
ス
が
大
幅
に
増

加
し
、
勉
強
す
る
場
所
と
し
て

の
図
書
館
が
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

三
重
大
学
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
実
証
事
業

　
学
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
実
証

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
自
立
で

発
電
設
備
を
運
転
し
、
電
力
を

供
給
す
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。

海
岸
近
く
に
は
、
三
〇
〇
kW
の

風
力
発
電
装
置
、
駐
車
場
や
校

舎
屋
上
な
ど
に
太
陽
光
発
電

五
〇
〇
kW
を
設
置
、
さ
ら
に
ガ

ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備

で
二
〇
〇
〇
kW
を
発
電
し
、
大

学
全
体
の
二
酸
化
炭
素
二
四
％

減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

環境・情報科学館の外観、図書館に隣接 ２階の談話スペース

図書館正面玄関 風力発電装置

三翠化学会の HP のお知らせ
　検索サイトで三翠化学会を検索いただくか、以下のURLでアクセスください。
　URL http://sansui.bio.mie-u.ac.jp/dosokai/kagaku/kagaku.html

　機関紙「三翠化学」のPDFもダウンロードできます。同窓会、同期会、研究室
の同門会の開催予告などHPに掲載したい内容がありましたら、電子メールで苅田
までご連絡ください。karita@innov.mie-u.ac.jp
　また facebookにも「三翠化学会」のページを作りました。facebookの友達
検索で、「三翠化学会」と入力いただければ、アクセスできます。ぜひ「いいね」
を押してください。
Google マップでのストリートビュー
　Googleマップでは、三重大学内のストリートビューを提供しています。コン
ピュータ上で、学生気分にもどって学内を散策してみてはいかでしょうか。
　Google 地図にて、「三重大学」で検索し、ストリートビューで学内散策ができ
ます。

記 

念 

樹 

の 

今

　
昭
和
五
八
年
五
月
に
三
翠
化

学
会
設
立
十
周
年
を
記
念
し
て

植
樹
さ
れ
ま
し
た
欅
の
現
在

の
様
子
で
す
。
三
翠
化
学
会

の
標
柱
が

腐
っ
て
し

ま
い
ま
し

た
が
、
記

念
樹
は
元

気
に
育
っ

て
お
り
ま

す
。
会
報

三
六
号
に

掲
載
さ
れ

た

写

真

と
、
現
在

の
写
真
で

す
。

会報36号掲載の十周年記念樹と現在の十周年記念樹


